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できます。

　前
ぜん

作
さく

に倣
なら

い、本
ほん

文
ぶん

はたて書
が

きで印
いん

刷
さつ

され、本
ほん

文
ぶん

の下
した

の欄
らん

には、語
ご

彙
い

・表
ひょう

現
げん

、内
ない

容
よう

に関
かん

する問
と

い、まとめの問
もん

題
だい

が載
の

っています（別
べっ

冊
さつ

解
かい

答
とう

付
つ

き）。本
ほん

文
ぶん

の最
さい

後
ご

には、出
しゅっ

典
てん

と著
ちょ

者
しゃ

紹
しょう

介
かい

も掲
けい

載
さい

され、本
ほん

文
ぶん

の

読
よ

み上
あ

げＣＤと語
ご

彙
い

リスト（英
えい

語
ご

･中
ちゅう

国
ごく

語
ご

･韓
かん

国
こく

語
ご

･ベトナム語
ご

訳
やく

付
つ

き）も付
つ

いています。

　本
ほん

書
しょ

は、基
き

本
ほん

的
てき

な日
に

本
ほん

語
ご

構
こう

造
ぞう

を学
がく

習
しゅう

し、読
どっ

解
かい

力
りょく

の基
き

礎
そ

を身
み

につけ

た学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が、上
じょう

質
しつ

の文
ぶん

章
しょう

に接
せっ

してゆく際
さい

の手
て

引
び

きとして、編
へん

纂
さん

され

たということです。前
ぜん

作
さく

の上
じょう

級
きゅう

編
へん

への橋
はし

渡
わた

しとしても活
かつ

用
よう

できると

思
おも

われます。
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め

に収
おさ

められてい

ます。
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このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

：生
いく

田
た

　守
まもる

／日
に

本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

センター専
せん

任
にん

講
こう

師
し

▽「読
どっ
解
かい
」から「読

どく
書
しょ
」へ

　この教
きょう

材
ざい

は、以
い

前
ぜん

このコーナーで取
と

り上
あ

げた『上
じょう

級
きゅう

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

向
む

け日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

材
ざい

　日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

を読
よ

む』iの姉
し

妹
まい

編
へん

で、中
ちゅう

上
じょう

級
きゅう

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

のために

編
へん

纂
さん

されました。

　「中
ちゅう

上
じょう

級
きゅう

」と謳
うた

っているだけに、1課
か

あたりの文
ぶん

章
しょう

の長
なが

さが前
ぜん

作
さく

の

より短
みじか

く（1000～2000字
じ

程
てい

度
ど

）、内
ない

容
よう

もより身
み

近
ぢか

で、文
ぶん

章
しょう

構
こう

造
ぞう

もや

さしくなっています。

　本
ほん

書
しょ

では、前
ぜん

作
さく

同
どう

様
よう

、語
ご

学
がく

的
てき

理
り

解
かい

よりも、作
さく

品
ひん

内
ない

容
よう

の「読
よ

み」を

通
つう

じて、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

に作
さく

品
ひん

から導
みちび

き出
だ

されることなどを考
かんが

えさせること

をねらっているようです。

　よしもと ばなな、村
むら

上
かみ

春
はる

樹
き

といった人
にん

気
き

作
さっ

家
か

、また、大
おお

江
え

健
けん

三
ざぶ

郎
ろう

、川
かわ

端
ばた

康
やす

成
なり

といったノーベル賞
しょう

作
さっ

家
か

の小
しょう

説
せつ

やエッセイをはじめ、

ノンフィクション作
さっ

家
か

の沢
さわ

木
き

耕
こう

太
た

郎
ろう

、脚
きゃく

本
ほん

家
か

の倉
くら

本
もと

總
そう

や向
むこう

田
だ

邦
くに

子
こ

、

そして民
みん

族
ぞく

学
がく

者
しゃ

の梅
うめ

棹
さお

忠
ただ

夫
お

や医
い

学
がく

者
しゃ

の川
かわ

島
しま

隆
りゅう

太
た

など、時
じ

代
だい

を超
こ

えて、

多
た

彩
さい

な分
ぶん

野
や

からの文
ぶん

章
しょう

が集
あつ

められています。

　収
しゅう

録
ろく

されている文
ぶん

章
しょう

は、だいたい、文
ぶん

学
がく

的
てき

文
ぶん

章
しょう

というジャンルで

くくることができると思
おも

います。そこからは、質
しつ

の高
たか

い素
そ

材
ざい

を学
がく

習
しゅう

者
しゃ

に提
てい

供
きょう

し、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

は文
ぶん

章
しょう

を味
あじ

わいながら、日
に

本
ほん

語
ご

を「読
よ

む」力
ちから

を

磨
みが

いていくというねらいが見
み

えてきます。

　日
に

本
ほん

人
じん

の行
こう

動
どう

・価
か

値
ち

観
かん

を垣
かい

間
ま

見
み

せるエピソードを取
と

り上
あ

げている

こと、そして、余
よ

韻
いん

を味
あじ

わい、行
ぎょう

間
かん

を読
よ

む訓
くん

練
れん

もふくまれているこ

とから考
かんが

えると、「日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

を読
よ

む」というのは適
てき

切
せつ

なタイトルだと

思
おも

われます。

▽本
ほん
書
しょ
の構

こう
成
せい

　本
ほん

書
しょ

は、20課
か

で構
こう

成
せい

されていて、そのうち2課
か

分
ぶん

は古
こ

典
てん

（竹
たけ

取
とり

物
もの

語
がたり

・枕
まくらのそうし

草子）の文
ぶん

章
しょう

が収
しゅう

録
ろく

されています。

　課
か

の順
じゅん

番
ばん

は難
なん

易
い

度
ど

の順
じゅん

ではないので、どこからでも始
はじ

めることが


